
はじめに

　美味しいお肉、お魚、お米やお酒で寄附額が○○億円になった。
面白い返礼品が多くのメディアに取り上げられた。寄附を活用して
地域の将来に繋がる事業ができた。税金が流出していて迷惑だ。職
員が不正を行い、制度から除外された。国と自治体で制度に関する
裁判が起こっている。議員から寄附額増額に向けた取組みについて
議会で質問が出されている……。
　自治体業務には珍しく、社会的な話題に事欠かないふるさと納税
業務。良くも悪くも注目を浴びやすい業務の担当者になったあなた
は、不安な気持ちでいっぱいなのではないでしょうか。

　著者の 2人も最初は全く同じ状況からスタートしました。
　制度のことを詳しく分かっていないのに全国の寄附者から問い合
わせが多数来る。返礼品提供事業者から返礼品の採用基準を問いた
だされる。どのように全国の方に自分のまちや返礼品に興味を持っ
てもらい、寄附を募っていいか分からない。
　手探りの中で、可能な範囲で努力を続ける日々。膨大な事務作業
に追われ、また、問い合わせ対応もしなくてはならないので、デス
クワークの日々が続くでしょう。右も左もわからぬままもがき苦し
む中で、次第に制度を理解し、どのように共感を得るプロモーショ
ンを行えばよいかのノウハウが蓄えられていく。少しずつ結果を残
せていくと、次第に全国で同様に頑張る職員や事業者と繋がること
ができ、さらにノウハウが貯まっていく。そこまで来て、ようやく
大変さより、楽しさややりがいが大きくなっていく。ふるさと納税
はそんな業務だと思います。
　ふるさと納税を通して、地域の事業者が新たな挑戦を行い、今ま
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で地元のみで喜ばれていた商品が全国に、世界に羽ばたいていく。
いただいた寄附金を子育て施策に活用し、子ども達の笑顔がまちに
溢れるなど素晴らしい側面もたくさん見てきました。

　しかし、自治体職員の方とお話をしてみると、自分のまちには可
能性がないと諦めてしまっている方も多いように感じます。コロナ
禍でふるさと納税に関する研修やイベントが減ったこともあり、担
当者同士のネットワーク形成ができないため、コロナ禍前後でふる
さと納税担当となった方々は孤独に奮闘されていることも多いで
しょう。

　しかし、どんな方でも、最初からある程度、制度に関する知識や、
業務のノウハウを知っていれば、いち早く、苦しい手探りのフェー
ズから抜け出し、ふるさと納税のポジティブな面を活用して、自分
のまちや事業者に光を当てることができる。そのような思いから、
自治体ふるさと納税担当者に向けた本書を執筆しました。
　この本を読んでいただければ、ふるさと納税制度、制度の変遷、
ふるさと納税業務の内容や改善方法、スケジュール、効果的なプロ
モーション、寄附金の使い道、ふるさと納税に関わる全国の素晴ら
しい事例を知ることができ、ふるさと納税という特殊な業務のポジ
ティブな可能性を大いに感じていただけるはずです。

　少しでも多くのふるさと納税関係者に本書を手に取っていただ
き、ふるさと納税制度が誰からも愛され、日本全体に光を当てる制
度になっていくことを心から願います。

令和５年３月吉日
黒瀬啓介・林博司　
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スケジュールは自治体の特徴によって異なる

　前項では具体的な業務項目について見てきました。ここではさら
に、ふるさと納税業務の 1年の大まかな流れを、埼玉県北本市の
事例を基にご紹介します。外部委託はせず、自治体職員のみで業務
を実施した場合の年間スケジュールです。
　返礼品に生鮮品や季節ものが多い場合など、自治体によってスケ
ジュールは異なりますので、あくまでも参考としてご覧ください。
どの自治体も共通なのは、寄附が多い 11・12月とワンストップ申
請処理を行う 1月はとても忙しくなることです。嬉しい悲鳴ではあ
りますが、その時期に備えしっかりと体制整備をしておきましょう。

ふるさと納税担当者の年間スケジュール（北本市参考）

① 4・5月（寄附件数：少）
・既存ポータルサイト・決済会社との契約締結
・指定納付受託者の指定・告示
・返礼品提供事業者挨拶まわり、課題及び新規返礼品提供希望調査
・自治体広報などで、新規参加希望事業者の公募
・ふるさと納税寄附者感謝ツアーの実施など寄附者との関係性強化
・新規ポータルサイト追加等の体制検討

4 月： ふるさと納税による寄附金受入額の調査（第 4四半期分：1

～ 3月）（総務省）

5月：ふるさと納税に関する現況調査（総務省）

1-4

3 ヶ月の繁忙期と年間スケジュール
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② 6 ～ 8月（寄附件数：少）
・自治体ホームページ等で昨年度寄附金の使い道の周知
・ふるさと納税返礼品提供新規希望事業者向け合同制度説明会や個
別訪問説明の実施

・既存返礼品提供事業者向け返礼品等改善説明会や個別訪問アドバ
イスの実施

・ふるさと納税型クラウドファンディング実施希望プロジェクト募
集告知

7 月：ふるさと納税指定制度に係る申出書の提出（総務省）

　　　 ふるさと納税による寄附金受入額の調査（第 1四半期分：4

～ 6月）（総務省）

③ 9・10 月（寄附件数：中）
・11・12月の寄附件数増加期に向け、新規返礼品追加、ポータル
サイト情報改善、寄附対応体制整備等の完了
・Web、SNS等を活用した情報発信の強化
・過去寄附者向けプロモーション媒体の発行などリピーター獲得対
策実施
・ふるさと納税型クラウドファンディング実施準備

10 月： ふるさと納税による寄附金受入額の調査（第 2四半期分：7

～ 9月）（総務省）

④ 11 月（寄附件数：多）
・引き続き、Web、SNS等を活用した情報発信の強化
・ワンストップに関する受付業務・問い合わせ増加への対応
・返礼品提供事業者と共に配送管理の徹底
・使い道を含めた来年度予算編成開始
・ふるさと納税型クラウドファンディング実施開始
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⑤ 12 月（寄附件数：かなり多。1年度の半数程度が集中）
・Web、SNS等を活用した情報発信をさらに強化
・年が明けるまで増加する一方の寄附への対応
・増加する返礼品発送やワンストップに関する問い合わせへの対応
・返礼品提供事業者と共に配送管理の徹底
⑥ 1 月（寄附件数：中）
・12月分寄附に関する発送管理、問い合わせ整理
・昨年分ワンストップ処理
・年末までの寄附状況を鑑み、来年度予算編成の最終決定

1 月： ふるさと納税による寄附金受入額の調査（第 3四半期分：7

～ 9月）（総務省）

ふるさと納税担当者年間スケジュール

事業者対応

プロモーショ
ン

事務処理

その他
（主に国・県
からの照会へ
の対応）

4月 5月 6月 7月 8月 9月

事業者あいさつ回り、
新規事業者募集（広
報紙等）

各種契約
（ポータル
サイト、決
済会社）

ふるさと納
税指定制度
に係る申出
書の提出

ふるさと納
税に係る現
況調査

指定納付
受託者の
指定・告示

事業者訪問、事業者説明会実施

ポータルサイト情報改善・更新

予算要求

過去寄附者への
情報誌の発送

寄附額調査
【第4四半期】

寄附額調査
【第1四半期】

寄附金の使
い道報告

20

⑦ 2・3月（寄附件数：少）
・ふるさと納税寄附者感謝ツアーの実施など寄附者との関係性強化
・返礼品提供事業者への支払い漏れ確認等、経費精算の最終確認
・ふるさと納税寄附金の基金からの繰り入れ、積み立て作業
・来年度予算に関する議会対応
・今年度実施内容の課題整理、来年度実施方針検討

POINT 12 月の繁忙期を万全な体制で乗り切ろう

12月は、寄附対応、ワンストップ申請受付、返礼品発送、問い合わせ対応等
業務量が大幅に増加します。その前に、ポータルサイトの改善、臨時職員
の育成、他部署からの支援体制の構築など、万全の体制を整えましょう。

10月 11月 12月 1月 2月 3月

支払い状況
確認

ワンストッ
プ処理　　

Web、SNSでの情報発信強化

広告掲載
寄附者向けツアーの実施

寄附額調査
【第3四半期】

寄附額調査
【第2四半期】

基金の積立

返礼品発送管理の徹底

問い合わせ対応増加時期
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職員でもできる！ふるさと納税管理システム

　現在、ふるさと納税業務を行う自治体の多くは「管理システム」
を導入し、寄附情報の管理や返礼品の配送管理を一括で行っていま
す。管理システムの導入により、複数のポータルサイトから申し込
まれた寄附を一括で管理・運用することが可能になるなど、業務効
率向上に繋がります。
　北本市でも、かつてはふるさと納税に係る情報管理を全て職員が
Excelで実施しており、煩雑な作業が生じていたため、2019年に
管理システムを導入しました。業務時間が約 4分の 1程度となり、
劇的に業務効率が向上しました。
　各管理システムにより若干仕様は異なりますが、主要な機能は下
記のようなものがあります。

■寄附管理
複数のポータルサイトからの寄附情報データ取り込み、寄附者・寄

附情報の管理

■返礼品管理
返礼品の発注伝票作成・出力、返礼品の在庫数管理、配送状況管理、

出荷メール通知

■各種帳票発行
寄附金受領証明書・ワンストップ特例申請書の発行、納付書、お礼

状

■請求管理
配送完了連動請求書出力

3-1

管理システムの導入・運用
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■控除管理
ワンストップ特例申請の受付・処理、受付済メール送付、名寄せ

チェック

■問い合わせ管理
寄附者からの問い合わせ対応の入力、共有

■各種集計
寄附集計、返礼品人気ランキング、サイト別寄附状況、寄附者属性

集計

データ連携 Todo 寄附管理 控除管理

API連携
CSV取込
システム間連携

データ連携結果
帳票出力漏れ確認
ワンストップ受付
状況

寄附者／寄附管理
寄附者統合可能
帳票出力

ワンストップ受付
受付済メール発行
名寄せチェック機
能

配送管理 請求管理 問い合わせ管理 マスタ・その他

ステータス管理
定期便対応
出荷メール通知

配送完了連動
金額自動設定
請求書出力

ステータス管理
担当者登録
集計が可能

月次寄附集計
ワンストップ状況
掲示板タスク管理

ふるさと納税doの機能

　以上のような機能を有したふるさと納税管理システムは、現在、
複数存在しており、ふるさとチョイス契約自治体が無償で利用でき
る「ふるさと納税 do」（各種有償オプションあり）、自治体の運用
に合わせて機能カスタマイズが可能な「LedgHOME（レジホー
ム）」、ふるさと納税中間事業者であるレッドホースコーポレーショ
ンが提供する「Furusato360」などがあります。一部の管理サイト
ごとの特徴を以下に著者の観点からまとめました。

■ポータルサイト側が提供＝ふるさと納税 do等
　〇導入経費が抑えられる

　△自治体独自の色を出しづらい（寄附金受領証明書等）
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